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敗戦後日本に帰国する体験のなかで「人、人、人、すべては人の質にある」と悟る。

戦後の日本において荒れ果てた社会、夢も誇りも持てない人間の姿をまのあたりに
し、｢平和で物心共に豊かな社会をつくりたい｣と、1947（昭和22）年10月、香川県多
度津町において、力愛不二の“教え”と自己確立・自他共楽を旨とする“技法”を中心
とした、拳禅一如の「少林寺拳法」を創始、少林寺拳法師家となる。

1980（昭和55）年5月、逝去
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全日本実業団少林寺拳法連盟が誕生して

45年が経ちました。

この道を拓いてくださった開祖に感謝。

導いてくださった先達、先輩諸氏に感謝。

ご支援、ご協力くださった皆様に感謝。

ご理解、応援してくださった家族の皆様に感謝。

そして今、実業団連盟の一員として頑張っている

現役拳士の皆様に感謝します。

45年の足跡の全てを語ることは到底できませんが、

皆様のご尽力に敬意を表し、

ささやかな記念誌を作成しました。
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　全日本実業団少林寺拳法連盟は今年45周年を迎え

ました。設立からの45年を応援し支えていただいた

皆様に心より感謝いたします。

　「社会の色んな分野の色んな階層に少林寺拳法の考

えを持った人がいれば、この世はきっと良くなる」と

いう開祖の思いを受け、1970年に実業団連盟は誕生

いたしました。今では中央官庁や地方自治体を始め製

造業、情報サービス、エンターテイメント産業、サー

ビス業等実に様々な職域の第一線で文武両道の阿羅漢

達が活躍しており、大変誇らしく思います。

　50周年を100を超える実業団支部で迎えることを

目標に掲げた40周年の記念式典から5年が経ちまし

た。全国の実業団支部数は微増に留まっていますが、

飛躍に向けての助走は既に始まっています。36年ぶ

りの実業団連盟新設となった四国実業団連盟の設立、

転職や退職後も所属可能な全日本実業団支部の設立。

学生を対象とした支部長仮認証制度のスタート、学生

連盟、学連OBの皆様との連携。少林寺拳法の発展に

向け、次の5年でその成果を目に見える形に持って行

きたいと考えています。

　これまでの45年間に感謝し、今後も一歩一歩着実

に歴史を刻んでいきたいと思います。

合　掌

　2015年全日本実業団少林寺拳法連盟45周年記念式

典が関係各位のご理解とご協力のもと、かくも盛大に

開催できましたことを心より感謝いたします。また、

株式会社デンソー様の全面的なご協力をいただき、愛

知県刈谷市の素晴らしい施設で開催できたこと、併せ

て御礼申し上げます。

　40周年記念式典から早5年。この間、折あるごとに

新井会長のお時間をいただいては実業団連盟活性化の

貴重なアドバイスを頂戴し、支部長各位と知恵を絞り

ながら着実に実行してまいりました。春夏の大学生合

宿では、講演をさせていただくと共にリーフレットを

配布。毎年5月の部長監督研修会を利用して全国の実

業団支部長の結束強化。都道府県連理事長や道院長と

歩調を合わせ、公務員拳士へ支部設立の働き掛け。他

にも四国実業団少林寺拳法連盟の新設や全日本実業団

支部の設立。智慧を出し合い計画し、力を併せて実行

することで、必ずや2020年には目標の100支部を達

成できると信じています。

　最後になりましたが、開祖宗道臣の「志」を引き継

ぎ、2020年の50周年を更に充実して迎えられるよう

皆様方のご支援とご協力をお願いして、発刊の辞とさ

せていただきます。

合　掌

発刊の辞 発刊の辞

全日本・関東実業団
少林寺拳法連盟

会長　渡邊　信

全日本・関東実業団
少林寺拳法連盟

理事長　根本 武美
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　全日本実業団少林寺拳法連盟45周年記念演武会開

催、誠におめでとうございます。

　1970年からこれまで全国の実業団における少林寺

拳法の結束を強め益々ご繁栄のことと存じておりま

す。長きにわたり、職域を中心とした人材育成活動を

続けてこられたことに敬意を表し、日頃よりご支援ご協

力を頂いている皆様方に、厚くお礼を申し上げます。

　70年の歴史を目前とした少林寺拳法は、日本国内

外において、様々な年代、地域、職域、学校、老若男

女を問わず誰もが一緒に楽しめ、共有出来る文化とし

て発展し伝承されてきました。

　創始された当時と現在では、社会の状況も大きく異

なっているかとは思いますが、人の抱える問題には大

きな違いはないように思われます。職域での人間関係

作りや、社会貢献の可能性を少林寺拳法を通して求め

続けて下さい。その為に、少林寺拳法の原点である創

始者の志を受け継ぎ、拳士の皆さまが「生きる力」を

養い、「感性」を磨くための少林寺拳法であり続ける

ことを目指します。最後に、本行事開催にあたり、ご

尽力されました関係各位に敬意を表しますと共に、こ

れまで少林寺拳法の活動にご理解を頂き、支えて下さ

いました皆様方に、重ねてお礼申し上げ、本演武会

が、実業団関係各位と拳士の皆様との団結の一助を担

うものとなりますよう祈念いたしております。

合　掌

　全日本実業団少林寺拳法連盟45周年記念演武会が

開催されますことを心よりお祝い申し上げます。

　全日本実業団少林寺拳法連盟は、1970年に関東実

業団少林寺拳法連盟が創立されてまもなく、初代理事

長を務めていた松木長實氏が創始者 宗 道臣（開祖）

の依頼を受けたことがきっかけで始まりました。創立

に携わった草創期の皆様をはじめ、伝統を受け継いで

こられた皆様、そして関係各位の皆様方の永年にわた

るご尽力に対し、敬意と感謝の意を表します。

　少林寺拳法は1947年、開祖により「人づくりによ

る国づくり（理想境建設）」を目的に香川県において

創始されました。

　実業団で活躍される皆様は今後とも、自信と信念と

誇りを持って少林寺拳法の修行に励み、自己確立に努

めるとともに、苦楽を共にできるよき仲間を増やして

いこうではありませんか。

　本演武会を契機に、今後とも「人づくり」の場とし

て活動を継続され、全日本実業団少林寺拳法連盟がま

すます発展されますことをご期待申し上げます。

結びに、関係各位の皆様方のますますのご健勝とご多

幸をご祈念申し上げ、祝辞とさせていただきます。

 以　上 

祝　辞 祝　辞

少林寺拳法グループ

総裁　宗　由貴

一般財団法人
少林寺拳法連盟

会長　新井 庸弘
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拳の三訓「守・破・離」とは

修行の段階とその心得について

述べたものです。

「守」とは最初の段階であり

「師の格に至ること」と

言われています。

この章では、

修行の基本である少林寺拳法の拳技と

実業団拳士としての

社会活動の基本である

仕事とを紹介します。

「
守
」の
部

第
1
章
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富士通ゼネラルは空調機事業が8割、情
報通信事業が2割の製品及びシステムの
開発・製造・販売会社です。
現在は空調機ドキュメント部というマニ
ュアル設計と販促ソフトウェア開発部門
の統括・管理を担当しています。

富士通ゼネラル

畑中　武弘

義和拳とは
連攻防の基本となる技を、初心者の訓練用として、単

演法形にまとめたもの。天地拳六系と共に少林寺拳法

の剛法基礎訓練として欠かせぬ技法。

義和拳
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第
1
章

守

徳川御三家の一つ、紀州55万5千石の和歌山城
がそびえる市街地から紀の川を渡ると、その河
口に 私が勤めている和歌山製鉄所が広がり、
敷地面積は甲子園球場の140倍となります。 そ
の中で私の仕事は、設備部の上工程（荷役さ
れた鉄原料を様々な工程を経て高炉で鉄を造
るまで） の機械関係を担当しています。 

新日鐵住金和歌山

春野　勝義

天地拳とは
初心者が単撃攻防の基本を学ぶために編成された単演

法形。左右の手の位置や体のさばき方に留意すること

が肝要。

天地拳
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「地方銀行系シンクタンクの使命は、地
元担い手人材の育成」をおいて他に無
いと心に誓い、「道訓」を常に念頭に、
経営者・会社幹部・大学生に対して、コ
ンサルティングや講義を日々行っていま
す。 

三重銀行

伊藤　公昭

紅卍拳とは
演武線は十字にして、四方に対してこれを行う。第二

線、第四線に向かった時に龍王拳又は龍系諸技の単演

技を入れて演武することもある。

紅卍拳
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第
1
章

守

プラントエンジニアリング会社の財務部
勤務。プロジェクト資金管理（ファイナ
ンス手配・代金回収リスク管理・外国送
金管理等）と全社資金管理（資金調達・
運用等）の責任者で主に銀行・証券会
社・保険会社対応をしています。

東洋エンジニアリング

生方　千裕

仁王拳とは
上段攻防を中心とする剛法拳系。基本技を使いこなす

ための初心者にとって必須の訓練科目であるととも

に、守主攻従と後手必勝の道理を会得させるために重

要な役割を果たす技法。

仁王拳
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自治体様のシステムや通信ネットワー
ク、電話関連まで通信事業の営業及び運
用サポートを行っております。仕事のポリ
シーは、お客様の良きパートナーとなり、
WIN-WINの関係、正に自他共楽を現場で
活かすことです。

NTT西日本

田中　徳幸

三合拳とは
足又は手の攻撃に対して、手で受けて足で反撃する技

法。中段攻防が主体であり、鶴立拳とともに足技の多

いのが特徴。始めから体構えがついているのも三合拳

のもう一つの特徴。

三合拳
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第
1
章

守

職場では、ドアミラーの品質の責任者と
して、不具合の未然防止、再発防止に取
り組み、半ばは他人（お客様やエンドユ
ーザ）の幸せを考えようと心掛けていま
す。少林寺拳法の修錬を身心リフレッシ
ュの一つとして、今後も続けたいと思っ
ています。

東海理化

大塚　昇

天王拳とは
仁王拳と同じく白蓮系の剛法で、連攻防の基本形。連

攻防というのは一挙連撃の技法であり、手と手の連撃

や、手と足の連撃等に分かれていて、上段より始まっ

ている。

天王拳



12

市役所というと様々な申請窓口がズラリ
と並んでいる光景を思い浮かべることで
しょう。しかし、私の仕事は土木技術職と
して市内の河川や下水道の整備と維持管
理を行っています。台風シーズンになる
と天気図とのにらめっこが続きますが、
毎日、大自然との闘いに挑んでいます。

鎌倉市役所

田邉　由洋

白蓮拳とは
受けた手で即反撃。受けと反撃を片手一動作に近い快

速で行う段攻防を主とする独特の技法。

手による早技を主体に、手足の攻防、体さばき等が巧

妙に組み合わさって可能となる。

白蓮拳
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1
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守

土木技術者として大阪府に入庁し、現在
は大阪と国内外を繋ぐ重要な都市インフ
ラである港の管理・運営を行う港湾局に
勤務しています。高度経済成長期に整備
した都市インフラの老朽化対策が喫緊の
課題であり、戦略的な維持管理を行うべ
く第一線の現場で取り組んでいます。

大阪府庁

坂田　文郎

地王拳とは
天王拳と共に剛法連攻防の基本法形として徒手格闘の

組演武編成に欠くことのできないもの。天王拳の手よ

り始まる連攻に対し、地王拳は足より始まる連攻防と

なる。

地王拳
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厚生労働省所管の法人で、半世紀以上の
歴史をもつ国家検定である技能検定に携
わっております。技能の世界も少林寺拳
法と相通ずるものがあると思っておりま
す。様々な業界の先生方にご協力をいた
だきながら日々勉強中です。 

厚生労働省

小林　英司

鶴立拳とは
脚による攻防を主体とする特殊な形であり、総ての形

が片足立で膝受けから蹴り返す、波浪脚撃からなる特

異な技法。

鶴立拳
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守

100年以上の歴史を持ち全世界170カ国で
情報サービス・ビジネスを展開するグロ
ーバル・カンパニーに勤務しています。
新入社員営業研修チームのリーダーとし
て、人事.セールス研修部門でインストラ
クターを務めてます。

日本IBM

山下　明人

龍王拳とは
握られた手首を抜いて逃れる技。抜手法を中心に攻防

の技術を組み合わせて編成されたもの。龍系諸技の母

技と称されている。

龍王拳
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昨年12月末で定年退職しました。
現在も、当社化成品の生産管理と試験業
務をシニアとして継続しております。
若手育成の担当も任され、13名の若者を
しっかり鍛えております。少林寺拳法の
教えが大いに役立っています!

JFE千葉

根本　武美

龍華拳とは
手捕りの捕技および手首を取られた時に相手の力を利

用して投げたり倒す逆技からなる。力三分に技七分と

いわれるこの技術は、よき相手と、よき指導者を得て

はじめて上達できる難しい技術といわれている。五花

拳と共に重要な技法。

龍華拳
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守

職場では重要な決断をする場面が結構多
くて、テンパっていることが多いです。
少林寺拳法は、そんな仕事の疲れを癒し
てくれる、いい相棒です。いつまでも友
達付き合いをしたいと思っています。

デンソー

新見　幸秀

五花拳とは
北少林独特の剛柔一体の投技からなる第一系「紅

花」、片手投系統の技からなる第二系「梅花」、閂系

の技からなる第三系「白蘭」、仏骨投系の技からなる

第四系「牡丹」、天秤系の技からなる第五系「桃花」

の五系がある。

五花拳
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KDDI株式会社 コンシューマ四国支社 広域グルー
プ（香川県高松市）で勤務しています。
コンシューマ四国支社はau販売代理店様への販
売施策の展開や販売店舗のスタッフ様向けにフォ
ロー等を行う部署です。私は広域グループの所属
で、主要代理店様を相手に商品の販売や仕入れの
商談に伴う営業サポート事務を担当しています。

KDDI四国

内原　晃子

金剛拳とは
固め技や捕技からなる拳系。仕掛けて行う捕技に属す

るものと、他の各種技法から変化して固め技になる場

合と二種類ある。 

金剛拳
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守

香川県に本社を構えるクレーンメーカーで
ある株式会社タダノで、設計・開発の仕事
をしています。 担当は、海外で生産するト
ラック架装カーゴクレーンで、強度構造物
から油圧、電気まで多岐にわたります。 
世界中で活躍し、お客様のお役に立てる機
械の開発は、毎日が発見の連続です。

タダノ

坂田　浩司

羅漢拳とは
龍系諸技や五花拳とともに、柔法の主系をなす重要な

技系。衣捕り技法をはじめ逆技や本逆投からなる。 

羅漢拳
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全国で活動する実業団少林寺拳法支部

西宮市役所
宇治市役所
大阪府庁
全国麻取
兵庫県庁
JR西日本京都
茨木市役所
大阪市役所
大阪府警察少林寺拳法会
東大阪市役所
三菱伊丹
神戸製鋼神戸
東芝姫路
新日鐵住金和歌山
松下茨木
神鋼加古川　
川重神戸
阪神百貨店
近畿日本鉄道
京都教職員
兵庫教員
JNC滋賀
島津製作所
奈良県警察
日東精工
大阪教職員
NTT西日本
デービー精工
ダイキン工業滋賀

新潟教員
静岡県警察
広島市役所
呉市役所
帯広市役所
秋田県庁
JFE福山
JFE倉敷
岡山教員
JR北海道札幌
那覇市役所
佐世保USN
西海市役所

トヨタ自動車
デンソー
東海理化
三菱自工
三重銀行

大塚今切
JR四国
香川教員
百十四銀行
KDDI四国
タダノ

全日本実業団支部
首都高速
厚生労働省
農林水産省
鎌倉市役所
町田市役所
東京港区役所
NTT通研
宇都宮市役所
八王子市役所
警視庁
経済産業省
日立柏
富士通ゼネラル
東洋エンジニアリング
富士通中原
JFE千葉
SONY
出光千葉
オリエンタルランド
日本IBM
東京都交通局
US Navy Yokosuka
NMP千葉
ALSOK
鶴山工業
セガ
富士フイルム
神奈川教員

関西

全国地区
東海

四国

特例支部
関東

あなたの会社に少林寺拳法部を作りたいと思ったら実業団連盟にご相談ください。



21

拳の三訓「守・破・離」とは

修行の段階とその心得について

述べたものです。

「破」とはやや修行の進んだ段階であり

「法にかなう範囲で師の格をくずしても良い」と

言われています。

この章では、

教えと技法の適用として

全日本実業団連盟45年間の歴史を

紐解いてみたいと思います。

「
破
」の
部

第
2
章
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実業団連盟のあゆみ

少林寺拳法の開創から20余年が経った1969年。

日本が未曾有の好景気を迎えるなか、雇用促進事業

団に勤務する松木長實が実業団支部設立を決意し

た。

支部設立許可の際、開祖・宗道臣は松木の師であっ

た内山を通して松木に命じた。「実業団連盟を設立

せよ」。

年が改まって1970年。ここから実業団連盟の歴史

が始まった。

1973年  東京の日比谷公会堂で第1回全国実業団演

武大会を開催。

出典：少林寺拳法五十年史
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日中国交正常化直後の騒然とした世相の中、第1回

大会では民間初の日中交流行事として中国大使館か

ら来賓を招聘。右翼団体との衝突が予想された。

大会の朝、実行委員全員に特殊警棒を配り、実行委

員長だった松木は言った「私に命を預けてくれ」誰

一人、笑うものはいなかった。

少林寺拳法の歴史において初めて開祖法話を導入し

たこの大会は、大成功のうちに幕を閉じた。

数々の困難を乗り越えた実績は自信につながった。

と同時に同じ釜の飯を食った仲間との結束はより強

固なものとなった。

出典：少林寺拳法五十年史

出典：少林寺拳法五十年史
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第1回大会から2年後の1975年。愛知県・名古屋市

において第2回実業団連盟全国大会を開催。

少林寺拳法の歴史において初めて「弁論の部」が設

けられた記念すべき大会であった。

この大会がきっかけとなって東海地区に実業団連盟

が誕生した。

関東に次ぎ、2番目の実業団連盟だった。
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1977年。関西実業団連合会結成。

のちの関西実業団連盟である。

1979年第3回全国実業団演武大会が大阪府の松下牧

方体育館で開催された。

病をおして駆けつけた開祖。5,000人が見守る中、

壇上で熱弁を振るった。

開祖遷化の前年であり、これが開祖がご臨席された

最後の大会となった。
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国民の不断の努力により年々右肩上がりの日本経

済。実業団連盟も歩調をあわせるかのごとく躍進を

続けた。

70年代後半から80年代に掛けて、実業団連盟は最

盛期を迎え、全国で170を越える実業団支部が活動

していた。

1987年、実業団連盟から自衛隊連盟が独立。同時

に、全国に広がった実業団支部の活動は地区ごとに

分化活性化していった。
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1990年代初頭。バブル経済崩壊。日本列島に激震

が走った。職域支部の連合体である実業団連盟は経

済破綻のあおりをまともに喰らった。

「失われた20年」に突入し、その後長く吹き荒れる

逆風をしのぐことを強いられた。

2000年10月。

依然吹きすさぶ逆風にも負けず全日本実業団連盟設

立30周年記念大会を東京で開催。

2010年10月

設立40周年記念式典が千葉県浦安市で開催された。

「志を引き継ぐ」を合言葉に10年ぶりの全日本実業

団イベントが行われた。
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東北復興支援ボランティア活動（2011～2014年）

実業団連盟は東北大震災復興支援活動を積極的に推

進してきた。震災のあった年、埼玉早瀬　林昌幸

道院長と埼玉入間　畠山誠道院長率いるSKボラン

ティアに参加。

陸前高田市で瓦礫撤去、溜池清掃に従事。

更地となってしまった市街地を眼前に圧倒的な無力

感を覚えながらも、無心に作業を続けた2011年10

月。

震災翌年、再び陸前高田市で復興ボランティアに参

加。

側溝を掘り返しての遺品探索に従事。

重い側溝の蓋を持ち上げ、泥をさらい、再び蓋を戻

す。気の遠くなるような作業を繰り返した2012年

10月。

3年目の東北ボランティア。

大船渡市で漁業支援。ホタテ養殖の機材整備。漁師

のお母さん方が作ってくれたお弁当に感謝を込め

て舌鼓を打ち、被災者の体験談に涙した2013年10

月。

4年目はソフト・ボランティアに大きく舵を切り、

被災者の体験談を聞いた。

押し寄せる津波の飛沫の中必死に車をとばして命拾

いした話、警察が機能せず外国人窃盗団が横行した

話、胸が締め付けられた2014年10月。
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全日本実業団支部　活動開始（2013年～）

2011年12月。「全国自衛隊支部の例もあることだ

し、実業団もそういう支部を作って拳士の消失を防

いでみてはどうか」新井会長の言葉ですべてが始

まった。

会社を退職した後、あるいは支部継続が不可能に

なったあとも実業団の拳士が少林寺拳法の修行を続

けられるよう、企業の枠を超えた実業団支部を作る

…そんな特例支部のコンセプト作りが最初の一歩

だった。

まず関東実業団理事会で会議を重ねた。受け入れ対

象は?　練習回数や場所は？　関東以外の地区では

どう運営していくのか？　5年後10年後はどういう

状態にもっていくべきか…前例は無い。参考とな

る全自支部との共通点と相違点とを洗い出しながら

支部活動の輪郭を描いていった。

ある程度コンセプトが固まったところで、関東・東

海・関西の代表者が顔を突き合わせて夢と思いを共

有した。

2013年2月、全日本実業団支部が活動を開始。実に

検討開始から足掛け3年が経っていた。

現在、関西、東海地区でも活動準備中。

支部長:谷合孫三郎

　　　　第2代　全日本実業団連盟理事長

　　　　元 武蔵村山市役所　部長

連絡先:zenjitsukantou@gmail.com
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実業団支部設立促進リーフレット（2014年）

学生拳士の皆さんが卒業後も継続して

修行ができるよう、全国のどんな企業

に少林寺拳法部があるのか、あるいは

自分で立ち上げるならどういった手順

を踏めば良いのかが一目でわかる三つ

折りリーフレットを製作。学生合宿で

配布された。

新支部設立方法、全国で活動する実業

団支部一覧、トップや先輩達からの応

援メッセージなどがコンパクトに詰

まっている。

文章作成、写真撮影、レイアウト…

製作は実業団支部長達で分担してコス

トを抑えた。
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全日本実業団連盟　合同合宿 in 東海（2014年）

2013年7月、東海地区に全国から147名の実業団拳

士が集まり、全日本実業団連盟初の合同合宿が開催

された。

きっかけは40周年記念式典までさかのぼる。

「50 周年は関西地区で、45 周年のイベントは東海

地区でやろうじゃないか」との会話がされたのが

40周年記念式典の席。その後、計画の実現に向けて、

予行演習的に中間に位置する東海地区で合宿をとの

声が上がった。

会場は東海の雄、デンソー本社。日中は本部から新

井会長をお迎えしての技術研修会。夜は名古屋駅前

に場所を変え懇親会。

45 周年に向けての布石は打たれた。
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新連盟立ち上げ奮戦記

「四国実業団少林寺拳法連盟　ジェニシス」　（2015年） 

　JR四国少林寺拳法部は創部以来10年間、一度も

全日本実業団連盟にご挨拶に伺ったことがありま

せんでした。そこで2010年に関東で開催された全

日本実業団少林寺拳法連盟設立40周年祝賀会に、

当部の泉顧問と支部長の大田が出席したのです

が、これが総ての始まりとなりました。

　会場では渡邊会長、新井会長、根本理事長に取

り巻かれ、「是非、四国に実業団の連盟を」という

要請に泉顧問もすっかりその気になり、「大田さん

が作るんだな。」と言い出す始末。（出る杭は打た

れるが、出た杭は優しく転がされる）

　また翌日から毎朝、パソコンを開けると根本理

事長から熱いメッセージが届くようになりました。

根本理事長は本部に来られる時、必ずJRホテルク

四国実業団連盟　理事長
JR四国　部長

大田　康司

レメント高松に宿泊され、新設支部長候補をまじ

えて我々と飲み会を開催し設立の不安の解消、激

励の言葉をいただきました。

　2015年本部での鏡開式の後、全日本実業団連盟

役員と新井会長との面談の中で、今年中に「四国

実業団少林寺拳法連盟を設立します。」と宣言す

る運びとなってしまいました。JR四国少林寺拳法

部の飲み会専門部（通称:飲専）に誘っていた他の

支部長候補とともに、設立準備委員会を設立。毎

月、飲専を通じて交流を深めていきました。

　当初、香川県連盟の名簿に実業団は、大野先生

の香川教員支部とJR四国少林寺拳法部の2つのみ

でした。

　困って藤澤香川県連盟理事長に相談するとKDDI

四国に教え子の中田照実君がいるので新設の話を

しておいてくれるとのこと。そこで中田君が昼食に

行くラーメン店でほぼ毎日待ち伏せし、逢うたび

新設支部設立について話をしていたところ、ある

日「支部設立に向け設立研修会を受けます。」と

快諾いただけました。

　こうして、KDDI四国少林寺拳法部が2013年4月

に設立。ところが、1年たったころ、中田支部長に

東京転勤命令が下り、保井雄介級拳士を支部長代

行とし、設立研修会、昇段考試を終え、存続可能

になり安堵しました。ところが、また1年たったこ（左）大田康司　連盟理事長　　（右）泉雅文　連盟会長
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ろ、保井支部長に大阪転勤命令が下り、内原晃子

級拳士を支部長代行とし、昇段試験、設立研修会

を受講して、今日に至ります。

　地元の主要銀行である百十四銀行では、JR四国

社員のご子息である井上大輔君が高校生の時、JR

四国少林寺拳法部に入部しており、大学を卒業し

たあと百十四銀行へ入社していました。彼が本店

営業部に配属になったので、他にも少林寺拳法を

やっている人はいないか探してもらうと、松本博司

正拳士四段が見つかりましたが、大田が直接面談

すると「体調が良くない」とあまり乗り気でなさそ

うな言葉が返ってきました。そこで、泉顧問が渡邊

頭取に面談に行きそしらぬ顔で「御社にも少林寺

拳法部ができるようですね。」と。彼が所属する国

分寺スポーツ少年団の竹内先生夫妻からも支部設

立の協力をしていただき、じわりじわりと外堀が埋

まっていき百十四銀行少林寺拳法部の設立と松本

支部長の誕生となりました。（無理をとおせば、道

理は引っ込む）

　地元香川県に本社を持つ世界的クレーン製作会

社の株式会社タダノは、新井会長から、「坂田浩

司君がいるよ。」と紹介され、本人に面談すると設

立快諾。坂田君の所属する高松木太支部の鎌田先

生にも快諾いただき、あとは、会社の説得のみ。大

田は、パソコンで筆頭個人株主を確認し、坂田君

の支部長推薦状、少林寺拳法の書籍、坂田君自ら

の決意書を封筒に入れ、新車のターボエンジン搭

載の軽自動車を飛ばして個人株主宅へ。そこには

なんと、ベンツが二台、広大な芝生庭、ダイビング

プール付の家が。それでも気後れせず、坂田君を

株主に紹介し、筆頭株主から代表取締役社長へ少

林寺拳法部の設立の申請の封書を渡してほしい旨

を伝えて快諾いただきました。後日、坂田君が社

長から設立の了承を得たのを聞き、ほっとしまし

た。

　こうした取り組みの中へ、善通寺自衛隊支部の
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浅山泰幸先生、徳島県の大塚今切少林寺拳法部の

大西閲男先生も仲間に加わり、議題はトントン拍

子で解決、毎月の飲み会は絶好調。設立許可申請

書もできあがり、2015年4月11日、本部に「四国実

業団少林寺拳法連盟」設立許可申請書を提出しま

した。同年5月16日に開催された「全日本実業団少

林寺拳法連盟部長会」のおり、一般財団法人少林

寺拳法連盟会長、新井庸弘会長より設立承認の意

向を表明されました。（はずみの理）

　同年7月1日に正式に書面にて設立許可をいただ

きました。

　これを機会に設立準備委員会は解散し、晴れて

「四国実業団少林寺拳法連盟」として新たな一歩

を踏み出すことになりました。9月には連盟旗を用

意して、開祖生誕の地で実施される開祖記念館奉

仕団にスタッフとして参加、少林寺拳法発祥の原

点を確認し、連盟会員の相互連帯をいっそう強め

た。これからも少林寺拳法創始者、総裁、我々の

悲願達成のために実業団ならではの方法で邁進し

取組んで行きたいと思っています。
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全日本実業団連盟　紋別合同合宿（2015年）

2回目となる全日本実業団連盟の合宿が2015年7月

に北海道・紋別の地で開催された。

それは冗談半分の「雄大な北海道で、季節の良い時

に合宿をしたいね」の一言で始まった。

あれよあれよという間に話が進み、最終的には関

東、東海、関西実業団連盟から31名の拳士が紋別

に集合。

2日目に地元市民を対象とした護身術セミナーを開

催、老若男女50名近くが集まり護身のコツを学ん

だ。この時の模様は北海道新聞、北海民友新聞にも

掲載された。

3日目は紋別東道院（西川富美雄道院長）との合同

練習会。七段八段の高段者から一手御指南の時間を

設け、和気藹々とした修練が行われた。最後は全員

が輪になり一人10本ずつ号令を掛ける振子突で仕

上げた。

北海道の海の幸を堪能し、オホーツクに沈む夕日を

見ながらの露天風呂を楽しみ、45周年記念行事の

一環としてふさわしい合宿となった。
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　如意伝に関する情報を集める作業を通して、何

人かの先生および拳士の方から如意や錫杖に関す

る貴重な情報をいただくことができました。中には

かなり著名な先生もいらっしゃいます。

　最初にこの場を借りて、情報をお寄せいただい

た皆様にお礼申し上げます。

　皆様から頂いた情報を総合すると、残念ながら

体系的な如意伝は失伝している、あるいはそもそ

も構築されていなかったのではないかという推測

がなりたちます。

　理由は大きく2つあります。まずオーソライズさ

れた資料の存在が確認できないこと。そしてもう

ひとつが体系的な技法を披露される拳士が確認で

きないこと。この2つの状態が長年続いているから

です。もちろん部分部分の技法は伝授されたよう

ですが、体系的とは言いがたいのが現状です。

 

　ちなみに開祖自身が如意や錫杖を使っていたか

ということに関しては、「如意はこう使うんだと言

いながらステッキを振って見せてくれた」と教えて

くれた先生、あるいは「錫杖の先を掴ませて投げ

るのが上手かった」と話してくださった先生がい

らっしゃいますので、相当自由自在に法器を使いこ

なしていたことが伺えます。

　今回の探訪の目的は、失伝してしまった、あるい

はそもそも構築されていなかったと推測される如

意伝像を描き出してみることにあります。

　初版の教範に如意陣として如意伝の構えが複数

記載されていますが、この名称は開祖ではなく当

時の高弟達が命名したものだとある古参の先生よ

りお聞きしました。

　実際、如意陣と素手の構えを照らし合わせてみ

ると、例えば下段構と斜構や、合気構と角構など

のように、無手と得手の違いはあるものの本来同

じ構えではないかと思われるものが別の名称と

なっていることが、別人が命名した可能性を示唆

しています。

　素手と得物を持った時とを区別するためという

推測もなりたちますが、如意と錫杖では同じ名称

が使われていることや、構えと違って受技の名称

は「如意上受け」などとなっており、命名ルールに

不統一感が感じ取れます。

　ここから推察されることとして、現在一部に伝

■ はじめに

■ 如意伝の現状

■ 探訪の目的

■ 考察にあたってのスタンス

〈 アプローチの姿勢 〉

関東実業団連盟　会員

アレックス・ヤマシタ

研究論文

「如意伝探訪」　（2015年）
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承されている如意伝、錫杖伝も開祖以降の高弟が

まとめた、あるいは創作したものである可能性が

否定できないということです。

　実際、現存する法器演武は単演主体が多く、構

えや使い方に素手の少林寺拳法とは違った、日本

武道をベースとしたらしき動きが散見されます。

　練習方法も振り方や叩き方が中心ですが、これ

は素手の練習でいえば基本演練に相当します。基

本演練は初心者にとっては大切な基礎練習です

が、組手主体を特徴とする少林寺拳法の本質には

届いていない、いわば入り口レベルの練習です。

　威嚇法もまたしかりで、素手で言えば構え直し

やフェイントに相当し、守主攻従を特徴とする少

林寺拳法の中心的な技法とは言えません。

　各種法器を手の延長と捉えるなら、その中心技

術は素手の拳技と同様、相手が攻撃を仕掛けてく

るのを防御して相手を制する技術となるはずで

す。

　これらの理由により、今回の考察では、伝承され

ている如意伝・錫杖伝の技法を参考とはしても、

無条件に是とはせず、開祖が言われた「素手の技

の延長」という原則をよりどころにフィルタリング

したり、足りない部分を素手の技から推測するな

どのアプローチを取っています。

　よって一般に伝承されてない技術や考え方も今

回描き出した如意伝に含まれていますし、他に存

在する如意伝とは別体系あるいは別法に感じられ

るかもしれません。既存の如意伝を否定するもの

ではありませんが、素手の少林寺拳法と整合性を

取るべく多角度から検証し、オリジナルに近いで

あろうもの、あるべき姿に近いであろう技法を割り

出すという方針でアプローチしていますことを、ご

了承ください。

　また、全てを是として包含するという考え方も

ありますが、その時の欠点は広げすぎて収拾がつ

かなくなることです。よって研究の手始めとして中

心的な技術に絞り、周辺技術は大胆に削ぎ落とす

アプローチをしていることもご理解いただければ

と思います。

如意棒は一品一様、様々な形状がある
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　法器は長さのある錫杖から入り、それがある程

度使えるようになってから短い如意を練習するの

が良いという考え方もあります。おそらく戦うにあ

たっては間合いの長い得物のほうが有利という理

由からではないかと思われます。

　が、そもそも法器が素手の技の延長とするなら

ば、素手と差異の小さい如意から入り、如意でコ

ツをつかんだ後、差異の大きな錫杖の練習に取り

組むのほうが自然と考え、今回は錫杖伝ではなく

如意伝を考察の対象に選びました。

　最初にもっとも重要となる如意伝のコンセプト

を明確にしたいと思います。なぜなら、ここを明確

にせず、個々の技術を考えても方向性がブレるだ

けだからです。これは拳の三要「技・術・略」でい

うところの「略」に相当します。

　「法器は手の延長」というのが開祖の考え方でし

た。如意伝においても踏襲すべきと考えます。

　イメージで捉えてみましょう。あなたの片手（利

き手側）にバルタン星人の大きなハサミのような

アタッチメントがついたと想像してください。

　その大きなハサミで上受をしたり、下受をした

り、あるいは反撃の打ち込みを行う…そんなイ

メージで如意を捉えるのが分かりやすいかと思わ

れます。

　次にもう一つ重要な基本的な考え方を記述して

おきます。

　法器を素手の延長と捉えるということは、法器

と言えど、戦いにおいては「読みの感覚」「間合い

取りの感覚」接触時の「続飯（そくひ）の感覚」な

ど素手と全く同じ感覚を使うことになります。すな

わち、素手で守主攻従の拳技ができなければ、当

然法器を使った拳技もできないということです。

法器と素手の拳技との関係はコンピューターの世

界でいう「アドオン・ソフト」のように捉えていた

だくと良いかもしれません。

　如意陣（如意伝の構え方）として、立構、横構、

角構、八相構、流構、斜構の名称が初版教範に見

られます。また昭和30年発行の「幻」と呼ばれる

教範第二版には縦構、斜構の文字がなく代わりに

中段構と下段構の名称が加わり開祖自らモデルと

なった如意陣の構えを写真で掲載しています。そ

れらを元に素手の構えと比較してみました。それ

ぞれ以下のような対比で捉えると理解しやすいか

と思われます。

 立構　̶　中段構

 横構　̶　一字構

 角構　̶　合気構

 八相構　̶　八相構

 流構　̶　白蓮中段構

 斜構　̶　下段構

　真逆のアプローチとして、法器を持った構えか

ら素手の構えを類推することで理想的な手の位置

や角度などを割り出すことができます。

　例えば素手の下段構、なぜ前の拳だけ寝かすと

下段構なのか。合気構はどんなシーンで使うの

か。卍構えは派手過ぎないか。下受蹴は八相構で

■ 総論 : 如意伝の捉え方

■ 構え方

■ 法器と素手の拳法との関係

〈 実践編 〉

■ 如意と錫杖との関係
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中段に隙を作るというが上段にも隙ができていな

いのか？

　これらの疑問は法器の構えから理由を考えると、

謎を解くヒントが見つかるのではないでしょうか。

　少林寺拳法は守主攻従なので、攻め技より受け

技が重要です。

　初版教範にいくつかの受けの名称が紹介されて

います。殆どは素手の技から想像がつくものばか

りですが、気をつけなくてはいけないのは、如意の

場合ガチンコ受けをすると相手の武器が流れてき

て自分の指を痛める危険性があります。よって「続

飯」併用が前提と考えるのが妥当です。なお、返

受、横受などはイメージしづらいところだと思われ

ますが、返受は如意を使った白蓮拳の総称と捉え

ると分かりやすいかと思います。

　横受は、もう一方の手を添えて行う如意による

仁王受、十字受ととらえると良いでしょう。

　受け技に続いて攻め技を考えてみます。如意棒

は棍棒ですから、基本どう叩いても効きます。

　突くという使い方もありますが、たくさんの攻撃

技をとっさの時に使い分けるのは難しいので、如

意の特徴を最大限生かせる叩きを優先し、どうし

ても突いたほうが良いときだけ突く、ぐらいの優先

順位づけをしておくと無理なく自然につかえます。

　ほとんどの剛法法形に適用できると考えて良い

でしょう。具体的な方法説明は誌面の都合上割愛

しますが、如意棒を順手に持ち、常にバルタン・ア

タッチメントをつけているイメージで考えれば素

手の法形を如意に適用するのは難しくないはずで

す。

　なお動きの途中で如意を持ち替えることは避け

るべきです。不用意な持ち替えは隙を作ることに

なります。また左右どちらの手でも使いこなせた方

が良いのではとの疑問も浮かぶでしょうが、少林

寺拳法はスポーツではないので、機械的に左右の

動きを覚えるより、どの攻撃に対しても自分のホー

ムポジションから対応できるようにすることを優先

すべきです。

■ 受け方

■ 法形

■ 叩き方
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　護身だからといっていきなり棒で叩くと、相手に

大きな怪我をさせてしまったり、法的に罪に問わ

れることになります。

　ただし、相手が刃物を持っている時など、明らか

な攻撃動作に入るのを待ってから対処するのでは

対応が遅れることもあります。相手の得物に如意

で続飯を掛けるなどの牽制が実戦的です。

　如意の柔法もありますが、いきなり如意をつか

まれるシチュエーションに違和感を感じる方も少

なくないと思います。「護身」の項目で書いた「続

飯を使った牽制」をしていると、うっとうしく思っ

た相手が如意を掴むことがあります。そのようなシ

チュエーションで如意柔法を使う、と解釈するの

が自然かと思われます。

　如意柔法の練習としては龍華拳各系の第一を応

用して修練するのが分かりやすいでしょう。なお

鈎手守法にコツがあり、小さな引き押しを使って

手首を殺すと、次の動作に移行しやすくなります。

また、相手が如意棒を離して逃げることを防ぐた

め、掛け手にもコツがあります。

　材質は、硬くて軽い木が向いています。

　形状は蔓の巻きついたものなど、直線でないも

のが良いでしょう。これは刀の鍔のように働き、相

手の武器が流れにくくなるためです

　長さは、教範に一尺から三尺（初版には一尺か

ら二尺）とあり、また尺八寸を定寸とすると記載さ

れています。尺八寸を一尺八寸と解釈すると54セ

ンチとなります。持ち方にもよりますが、長くなる

と振るときに明らかに遅くなります。また、強度の

弱さも出やすくなるため、54センチにこだわらず

自分の手に合った長さにするのが良いでしょう。古

参の多くの先生方も、実際には54センチ以下のも

のを使っていたようです。

　さて、如意棒の作り方ですが、いくつかの方法

があります。ある先生は、殆ど手を掛けず、木の皮

もついたそのままで使用して、自然に剥げ落ちた

状態にされていたとのことです。「いい味が出てく

るんです」と言われていました。

　また別の先生は乾燥させたあと火であぶって皮

を剥ぐと言われていました。虫が入っていても焼

き殺し、表面を炭化させたあと最後に目の細かい

やすりで仕上げるのだそうです。

　他にも水につけて皮を剥ぎ取る先生もいらっ

しゃいます。いずれにせよ如意は自然な形を活か

す不定形なもの。ご自身の手にあったものをこしら

えるのが良いかと思います

　紐、房も単なる飾りではないようです。教範に如

意棒や鉄扇の写真がありますが、初めて見た時に

紐が長いと感じました。また、どちらも房が2つあ

り、接触した位置にあります。

　片手で振り回す如意棒はすっぽ抜けやすく、そ

れを防止するためにはストッパーが必需品となり

ます。紐は二股ではなく、輪っかの形状にしてあ

り、指や手首を掛けて使ったことが想像されます。

　教範に写真で紹介されている如意棒の房はその

ための形状と見て取れます。

　多少のオシャレ心を出しつつも、渋めの色でこ

しらえるのが良いでしょう。

■ 作り方・手入れの仕方

■ 如意柔法

■ 護身
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拳の三訓「守・破・離」とは

修行の段階とその心得について

述べたものです。

「離」とは修行の最終段階であり

「法にかなうみずからの格を持つこと」と

言われています。

この章では、

次の時代への展開ということで

全国の実業団拳士やOB

そして応援団のVoiceを

ご紹介いたします。

（順不同）

「
離
」の
部

第
3
章



42

◆45年。自分が生まれる前からこの連盟を支えてきた方々に感謝です。実

業団連盟は各支部の連帯感、距離が近いのが素晴らしいところ。さらに一体

となって、連盟、少林寺拳法、日本、そして世界を良くしていきましょう！

 （農林水産省　三浦隆司） 

◆長く続く厳しい経済環境の中で実業団の拳士諸君が心身の鍛錬に取り組んでいる姿は、日本の未来に向

け勇気づけてくれるものです。思えば、東海実業団連盟現会長の濱本忠直氏と会社支部を設立して以来、私

の少林寺拳法との関わりは実業団と共にあります。実業団連盟の益々の発展を祈念してやみません。

 （東海実業団連盟顧問　東海理化 　岩佐泰樹）

◆開祖の命を受け全日本実業団連盟を設立し、関東・東海・関西と順調に立ち上げ、さらなる全国展開を

目指して、松木さんを先頭に頑張って来ましたが、思うようにいかず悔しい思いをしてきました。その後実

業団の低迷期が長く続きましたが、今、新しい力の息吹を感じます。今後の実業団連盟の発展を期待します。

 （元  首都高速  部長　工藤明）

◆少林寺拳法に出会えて、今まで継続出来たことを自信と誇りに思っています。子供たちと少林寺拳法を

練習が出来た事はとても素敵な事でした。これからも、一人でも多く開祖の教えを、伝えたいです。

 （デンソー　島田敬之）

Voice
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◆連盟発足45周年おめでとうございます。岡山で唯一の実業団連盟所属支部ですが楽しくをモットーに少

林寺拳法を通じ、企業人・社会人としての活力源を養い地域社会に貢献する気持ちは不変です。取巻く環境

には厳しいものがありますが少林寺拳法を続けられている自分達を幸せに思います。頑張ろう！　

 （JFE 倉敷　部長　小西幸一）

◆「実業団連盟は金剛禅運動の尖兵たれ」

とうい開祖の言葉を胸に、矜持をもって

この道に邁進してまいりましょう。

 （日本 IBM　山下真由美 ）

◆45周年おめでとうございます。力愛

不二、半ばは他人の幸せを、半ばは自己

の幸せを。少林寺拳法と巡り合えた事、

私の人生の最も重要な巡り合いです。少

林寺拳法を修業出来たことに感謝！これ

からも頑張ります。

 （デンソー　吉崎甲二）

◆5代目部長を拝命して3年目になりま

す。トヨタ自動車少林寺拳法部を盛り上げながら少林寺拳法の発展に微力ながら尽力していきます。同志　

相親しみ・相援け・相譲り　共に頑張っていきましょう！ 

 （トヨタ自動車  部長　二若正直）

◆45周年おめでとうございます！古き良きものを残し、伝統を大切にしながらも、時代の流れを読みその

時代に合った少林寺拳法が発展されることを期待致します 。今、自分が出来る最善のことを行い、小さな

ことでも良いから身近なことから人に役立つことを行っていきます。

 （デンソー　伊藤芳美）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟設立45周年を迎え、新たな出発に想いを馳せています。企業の中で少林寺

拳法の良さを益々アピールして、さらに普及させていきます。

 （東海実業団連盟理事長　デンソー  部長　新見幸秀） 
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◆五歳から少林寺拳法をはじめ、当時は部

員も多く仲間同士励まし合い日々鍛錬に励

んできました。最近は人数が減りましたが、

大会出場を目標に頑張ったことで少しずつ

自信がつき、昨年初段に合格することが出

来ました。今年は受験生ですが、少林寺拳

法と上手く両立しながら続けて行きたいと

思います。

  （デンソー　北村竜雅）

◆部員それぞれの都合から、なかなか活発な活動ができない現状ですが、それぞれの場所で少林寺拳法の

技法と教え、理念を実践できるようこれからも精進していきたいと思います。

 （新潟教員  部長　坂爪一也）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟が設立 45 周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。三重銀

行少林寺拳法部は創部3年余りというまだまだ発展途上の部でありますが、三重県唯一の実業団加盟団体と

して、三重の地に根付いた活動を地道に積み重ね、少林寺拳法の普及と地域人材の育成に努めて参ります。

  （三重銀行  部長　伊藤公昭）

◆自分がここまで少林寺拳法を続けてこられたのは、道場の部員、子供たち、そして拳法を通じて知り合っ

た、各製作所の仲間がいたからこそだと思います。今後も仲間とともに励ましあいながら、生涯現役で続け

ていき、部員を増やす活動を進めていきます。

 （デンソー　別所福朗）

◆「少林寺拳法」というキーワード一つで、部署や会社を超えて、人と人がつながることができるのが実業

団の魅力です。その良さを次世代につなぎたい！

 （日本 IBM  副部長　藤井元晴 ）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟 45 周年を御祝い申し上げます。　今の日本は戦争前夜の状況に酷似してい

ます。秘密保護法しかり、集団的自衛権しかり。今私たち一人ひとりが家庭内で話をする時期に来ています。

本連盟を未来永劫継続していくためにも他人任せにしてはいけない現実があります。

  （広島市役所  部長　土居哲郎）
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◆先輩方が築きあげてきた実業団連

盟がこれから先も発展していく為に、

まずはデンソー少林寺拳法部の部員数

を増やすべく活動を続けて行きたい。

社会人になって休眠している拳士など

経験者に続けられる環境があることを

知ってもらうことに取組んで行きた

い。部員数100人以上を目指したい！

 （デンソー　梶川真秀）

◆45周年おめでとうございます。力

強い結束の基、記念イベントの盛会と

全実の更なる発展をご祈念申し上げま

す。

（元　東村山市役所支部  支部長　森本

俊美 ／ 現　金剛禅総本山少林寺入間

藤沢道院  道院長）

◆45周年を迎えられたのも諸先輩方、関係者の皆さん現役拳士の相互の協力があってのものであり50 年

60年と継続していくことが大事ですね。その為にも少林寺拳法の魅力（技法、教え、教育システム）を発

信して単なる武道やスポーツでない心身一如、三徳を兼備した自己変革に努めたいとおもいます。

 （デンソー　伊藤達也）

◆初めて参加したサンプラザ中野での30周年記念行事。もう15年も経つんですね。支部長を引き継いで 2

年近くになりますが、ますます全日本が身近になってきました。50歳を迎え身体的にはきつくなると思い

ますが、これからも支部や関西・全日本実業団連盟を盛り立てていければと思います。

 （大阪市役所  部長　菱井隆之）

◆設立45周年おめでとうございます。45周年記念事業を一つのきっかけとして、拳士一人一人が積極的に

連盟主催の行事に参加して「絆」を深めるとともに、拳士の輪を広げて実業団連盟の更なる発展に協力致し

ましょう。 

 （東大阪市役所  監督　深見邦夫）
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◆全日本実業団連盟45周年おめでとうございます。少林寺拳法に出会って一年半です、子供達と一緒に始

めました、この歳になっての出会いは新鮮でした。当たり前のことをする！してみようと思いました。この

出会いに感謝し多くの人にも同じ体験をしてほしいと思います。

 （デンソー　伊藤文子）

◆連盟設立 45 周年、心よりお喜び申し上げます。東海実業団連盟会長を拝命しております濱本でございま

す。社会人として活躍されている拳士各位には自己鍛錬を怠らず、身心を練磨し日本人として品格と誇りと

自信を持って活躍されることを祈念いたします。“ 人、人、人すべては人の質にある ” を心に。

 （東海実業団連盟会長　東海理化　 濱本忠直）

◆日頃は女子環境の中で思う存分少林寺拳法が出来る事に感謝しています。我がデンソー少林寺拳法部は最

近親子入会が多く微笑ましい限りです。親子で共通の時間が持てるなんて最高ですよね！少林寺拳法をきっ

かけとして親子、夫婦、友達関係に良い影響をもたらすような仲間づくりをしていきたいと考えています。

 （デンソー　内村麗子）

◆合掌　　開祖が敗戦直後に帰

国され、人づくりの道として少

林寺拳法を創設された時代以上

に、今こそ真の指導者が求めら

れていると感じる。実業団支部

としても、単に拳技に終始する

ことなく、理想境建設に邁進し

たい。 結手

 （大阪市役所　福田利明）

◆45周年おめでとうございます。

支部道場に入門して以来35年、

武専、本部講習などで多くの人

達と出会えたことは私の財産と

なっています。これからも実業団支部の活動を通じて新たな出会いを楽しみにしています。

 （東海理化　松尾伸一）
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◆全日本実業団連盟45周年おめでと

うございます。拳士の一人としてもっ

と多くの人に少林寺拳法を知ってほし

い、始めてほしいと感じています。自

分が少林寺拳法をやっていることを話

すだけで聞いた人は何かしら興味を示

してくれることが多いです。小さな事

ですがこれを続けています。そして部

員増加に貢献したいです。

 （デンソー　梶花織）

◆入会し、早20年。少林寺拳法と出

会い、自己確立、自他共楽の教えを学び、活かし、仕事でもプライベートでもうまく人と接することができ

ています。私の夢は、小 1 の三男坊と親子演武に出場することです。結果がどうであれ、一緒に参加でき

ることが親としての喜びであり励みにもなります。一緒にやれるようあの手この手を使って誘ってみます。

 （東海理化　中西治彦）

◆少林寺拳法を始めて、いろんな方と出会ったこと、いろんなことを経験できたことが私にとっては、と

ても大事な宝物です。まだまだ修行が足りないですし、今現在、練習の場から離れておりますが、仕事や日々

の生活の中で、少林寺拳法の教えを活かしていきたいです。 （日本 IBM　荻野佳子）

◆毎回いつも楽しく練習させてもらっています、みんなと少林寺拳法をやれていることに日々感謝してい

ます、これからもみんなと楽しく頑張って行きたいです。そして一人でも多くの人に少林寺拳法をやっても

らえるように努力していきます。 （デンソー　服部峻典）

◆連盟とは設立当初から係わり、振り返れば45年間共に歩んできました。連盟を取巻く環境は厳しいとこ

ろがありますが、連盟の結束力で問題の解決が図られることと思いますので、協力は惜しみません。個人的

には体力が続く限り少林寺拳法を続けます。 （農林水産省  部長　武田隆夫）

◆少林寺拳法を通じて自分が身につけてきた事や素晴らしさを次の世代に伝えて行きたいです。半ばは自

己の幸せを、半ばは他人の幸せを胸に、人としての価値を高めていきたい。 （デンソー　畔柳洋一）
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◆40周年はOB会員として迎えました。45周年はOB会員でもあり、現役の全日本実業団支部の拳士として

迎えることができました。50 周年は、実業団連盟の素晴らしい先輩・仲間と共に成長してもっとスッテッ

プアップした自分で迎えたいと思います。ご指導ご鞭撻の程お願い致します。

 （元   トッパンムーア支部  支部長 ／ 現   全日本実業団支部　森川一弘）

◆全日本実業団連盟45周年と同時に、我が東海理化支部も35周年を迎えました。ここ数年で、全日本実業

団連盟、各地区実業団連盟支部との交流、親睦が深まり、益々楽しくなってきました。共に発展し、仕事に

拳法に、人生を 2 倍楽しめる人材を増やしていきたいと思います。 （東海理化  部長　大塚昇）

◆池袋道院の前川先生のご指導のもとに少林寺拳法を始め、現在はソニー支部で外山部長にご指導をいた

だいています。ここ十年は年に数度しか道着を着る時間がありませんが、開祖が示した自他共楽の道を歩ん

でいきたいと思います。  （SONY　根石英生）

◆今から、30年前、自衛隊美保基地支部からデンソー支部に転籍し、15周年全国実業団大会に参加しました。

30周年大会では、息子と親子演武に出場し、良い思い出となっています。実業団の中で、自分が少林寺拳

法を修行出来たことを、本当に有難く思い、感謝しています。  （デンソー　藤井英幸）

◆45周年おめでとうございます。2014 年 3 月まで経済産業省支部に所属し、連盟理事会にも参加させてい

ただいていたことが懐かしく思い出されます。また、微力ながら実行委員の末席に加えていただいた 40周

年から早 5 年も経つのだと時の流れの早さも感じております。これからも末広がりに発展して行くことを

祈念致します。 （全日本実業団支部　金本誠夫）

◆全日本実業団連盟の45周年おめでとう

ございます。私は今年の四月から岩手県で

単身赴任で働いています。18歳で始めた

少林寺拳法を 29年振りに再開して 9 年目。

半ばは人の為、という気持ちで岩手に来ま

した。少林寺拳法を長く続ける為にも、実

業団連盟は重要な位置付けにあると思いま

す。これからも末長く継続出来ることを願

います。

 （日本 IBM　淺田治樹 ）
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◆全日本実業団 45周年おめでとうございます。デンソー少林寺拳法部は、故進藤先生を初めとする部長・先人

の監督達に継がれて、現在に至っています。この先何年・何十年も開祖の教えである「半ばは自己の幸せを半ば

は他人の幸せを」と素晴らしい技法を伝承出来ればと願っています。小生も、入門して 20 数年経ちますが、今

後も日々精進して参りたいと思います。

 （デンソー　大岩本三郎）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟設立45周年おめでとうございます。私は 34 歳より少林寺拳法を始め、21 年目に

なります。初段の時に東京中野で全国大会に出場いたしました。とても懐かしく思います。その後は開催されて

いませんが、全国大会の再開があればもう一度出場したく存じます。体がついてこれたらの話ですが…。

 （大阪市役所　山本正明）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟設立45周年おめでとうこざいます。記念の大会に参加でき嬉しく思います。今

後も少林寺拳法を楽しく続けて現役で50周年を迎えたいと思います。

 （デンソー　後藤光義）

◆当支部も来年で 10 年目となります。部

員数ですが、減ったり増えたりの繰り返

しで現在、4 人で元気よく活動してます。

部員を増やす努力は致しますが、私を含

め部員全員が幸せになれるよう努力した

いと思います！

 （東京都交通局  部長　平井浩司）

◆ちょうど同じ年となります。30周年の

大会がついこないだのように感じられ、時のたつのが早いなあと感じています。次の大会にも元気に参加できる

ように精進していきたいと思います。

 （デンソー　井上徳幸）

◆45周年おめでとうございます。善通寺自衛隊支部につきましては、今年発足する四国実業団連盟に加入する新

しい部ですが、支部としては43年を迎える発足年代の近い支部です。この時期に実業団に加盟でき記念行事参加

できるのも何かの縁を感じます。更なる発展に寄与できるように頑張っていきますので、よろしくお願いします。

  （善通寺自衛隊  部長　浅山泰幸）
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◆全日本実業団も45周年を迎えてさらな

る飛躍に向けてみんなでつながり絆を大切

に活動して行きたいですね！

 （デンソー　瀬口佳樹）

◆World peace on earth by Shorinji kempo

 （JR 四国  部長　大田康司）

◆45周年長か～、自分と同じ年齢だ。長

生きして、100 周年を目指すぞ～

 （デンソー　平田智己）

◆40歳から少林寺拳法を始めました。実業団支部で仕事、家庭とのバランスをとりながら長く修行をして

いきたいと思います。人生、死ぬまで修行（酒行？）ですね。 （日本 IBM　戸倉敬央）

◆今後益々、少林寺拳法による「人づくり」が、重要な時代になるものと思っておりますが、奇しくも今年、

四国実業団連盟が設立されました。今後は、四国実業団支部の方々と共に、四国における少林寺拳法の普及

拡大のため、大塚今切少林寺拳法部が貢献出来るよう尽力する所存です。

 （大塚今切  部長　大西閲男）

◆自分をもっと強くなりたい、精神的に！

 （デンソー  服部恵之）

◆少林寺拳法を始めて、4年が経ち、無事

に初段を取得することができて誇りに思っ

ています。高校の部活で3年間修業を積

み、数々の大会に参加し、喜びも悔しさも

味わってきました。まだまだ修行が足りな

いので、これか先、沢山の課題を克服して

いけるように日々、修錬していきたいです。

 （デンソー　碇廉太郎）
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◆合掌　「設立 45周年記念」おめでとうござ

います。私の趣味で各々の行事を8ミリフィ

ルムで残していますが、収録した動作等が時

代の動向を感じさせます。ブームに流されず

継承される『技の術』や【正しい教えの活動】

が行われているので、此からも発展する様に

祈っています。結手。

 （元 富士ゼロックス支部  支部長　鈴木文彦）

◆いつか親父（井上徳幸）に乱捕で勝つ！そ

のために、ぎりぎりまで頑張って力をつける。

 （デンソー　井上凌）

◆全日本実業団少林寺拳法連盟設立 45周年

おめでとうございます。セガ少林寺拳法部は、昨年設立したばかりの部ですが、これからの全日本実業団連

盟の発展に、少しでもお役に立てればと思っております。できることからではありますが、微力ながら頑張

りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

 （セガ 部長　大松完治）

◆45年。実業団連盟は、多くの先輩方や同志一人一人が、それぞれの人生の大切な一部分を持ち寄り紡い

できたことによって成り立っている。一人一人から見ると「自他共楽」そのものだ。よし、もっともっと多

くの人達と共楽しよう ! その先に理想境が見えるはず。

 （防衛省  部長　生形良隆）

◆私はまだ級拳士で未熟者ですが、更なる全日本実業団少林寺拳法の発展に貢献できるよう精進して参り

ます。 合掌

 （トヨタ自動車　帯刀研次）

◆実業団45周年、おめでとうございます。自分の人生の基礎の中には、少林寺拳法の教えがたくさん詰まっ

ています。この生き方は自分だけのものであり、この少林寺拳法の教えを大切に頑張っていきたいです。

  （デンソー　藤井貴信）
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◆少林寺拳法発祥の地である香川県に本店がある百十四銀行。現在部員数は少数だが、「人、人、人、すべ

ては人の質にある」をキーワードに、少林寺拳法を学ぶ事によって、自分自身の質の向上と、お客さまに頼

られる質のある行員（部員）を増やし少林寺拳法の和をひろげていきたいと思う。

 （百十四銀行 副部長　牟禮浩）

◆ 45周年おめでとうございます。15年前の30周年記念大会では親子の部で藤井英幸・優作が出場し最優

秀賞を頂きました。記念品としてディズニーランドのチケットをペアで頂き、家族 4 人で正月に行きまし

たが、とても寒かった事を覚えています。その息子達も今は社会人となり、子供の頃から少林寺拳法に携わっ

たおかげで親父には逆らえません。

 （デンソー　藤井千春）

◆今から15年前、私はデンソー少林寺拳法部の部員であり、東京で開催された全国実業団大会に団体演武

の一員として参加したことがとても懐かしく思います。これからも全国の実業団の少林寺拳法部から、人と

してあるべき姿を示すことができる人が一人でも多く育っていくことを願っております。

 （デンソー ／ 現　金剛禅総本山少林寺ひだ萩原道院　道院長　老田尚）

◆実業団45周年 記念イベントおめでとうございます！私も、53 才になり動かない躰に成りましたが日夜

修行に励んでいます。仕事をする上で、少林寺拳法の教え ／ 技の動きがつい基準になり可笑しく成ります。

ある意味、生き甲斐になっているのでしょう。世の中の矛盾に疑問を持ち、修行にちょっとした幸せを感じ

ています。そんな風に思えるのは少林寺拳法に出会えたおかげです。

 （デンソー　藤本真次）

◆45周年おめでとうございます ! 今後未来

永劫に少林寺拳法が発展していくことを期

待します。半ばは自己の幸せを、半ばは他

人の幸せを！！少林寺拳法は “人づくりの行 ”

修行を通して、社会に役立つ人づくりを目

指していきます。

 （デンソー　竹内章二）
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◆少林寺拳法に入門し早 39 年が経過し、何とか現役として頑張ってこられたのは、これまで私と関わる多

くの人達の影響が大きいと痛感しています。また少林寺拳法で学んでいることが仕事の中で活かされ、さら

に人との繋がりに役立っていると感じます。今後も出来る限り現役にこだわり継続をして行きます。

 （デンソー　福井民一）

◆全日本実業団連盟 45 周年 ” 万歳 ” 更なる飛躍に向けて取組みは何か！実業団内の支部数を増やすことも

大切ですが部員の増加が急務と感じる、企業における少林寺拳法の活動を各種メディアを使って PR、そし

て認知度 UP を図り、隠れ少林寺拳士を発掘する。また親子入会を積極的に進め部員増加に邁進する。

  （デンソー　内村輝彦）

◆全日本実業団連盟 45 周年を迎え、私が入会した時と現在を比較すると年少部の増加一般拳士の減少が感

じられます。実業団である限りやはり一般拳士の増加は不可欠でありその為にも少林寺拳法の魅力を企業の

内外に向け PR し部員の増加を目指していく。

  （デンソー　東健次）

◆少林寺拳法に入門して36年、人としての

生き方について色々ご指導頂き考えさせら

れ、会社生活でも活かすことができ、大変充

実した人生を送る事が出来ました。今後も少

林寺を通じて周りの人に影響を与えられるよ

う日々精進し、さらなる実業団の発展に貢献

できるよう頑張っていきたいと考えています。

 （デンソー 　木島司）

◆少林寺拳法の教えを道場の中だけでなく

日常生活においても実践していくことを目標

としたい。また、その一環としてボランティ

ア活動などに積極的に取り組むことで少林寺

拳法についてより多くの方々に正しく理解

し、興味を持ってもらえるよう努め拳士数の

増加に貢献したいと思う。 

 （デンソー　大須賀礼美）













40周年に続き、45周年記念誌の製作も担当させていただいた。大変光栄な

ことである。だが同時に難しさも感じた。飽きずに読んでもらえる内容に

するのは当然だが、前回と同じ文章や同じフォーマットでは面白みがない。

効率性を重視しながらも、すべてをゼロ・ベースで構築しようと思った。

45周年記念誌を編纂する過程で、図らずもその間の世相を何度も俯瞰する

こととなった。変化のスピードは年々加速している。きっとこれから私たち

は新たな激動の時代に突入することになるだろう。「己こそ己の寄るべ」「す

べては人の質にある」、開祖の言葉があらためて心にしみた。

私の好きな開祖語録に次のようなものがある。「いつか誰かがやってくれる

だろうではなく、自分がやろうと思うてみんか。どうだい、自分が歴史を変

えてみんか」次の50周年を笑顔で迎えられるよう、未来を見据え、ぶれず

に歩いていきたい。

関東実業団少林寺拳法連盟　理事

山下  明人（日本IBM）

編集後記
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少林寺拳法を愛する人
応援してくださったすべての人々に
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